
第
三
十
一
号
は
平
成
二
十
六
年
十
二
月
下
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

（
平
成
二
十
六
年
九
月
～
十
二
月
）

（
平
成
二
十
五
年
九
月
〜
十
二
月
）

次
号
の
ご
案
内

行
事
予
告

■
九
月
二
十
三
日（
秋
分
の
日
）午
前
十
一
時
よ
り
／
本
堂
に
て

　「
秋
季
　
彼
岸
会
法
要
」

■
十
二
月
八
日（
月
）午
前
十
一
時
よ
り
／
本
堂
に
て

　「
成
道
会
法
要
」 

お
釈
迦
さ
ま
の
お
悟
り（
成
道
）に
報
恩
感
謝
す
る
法
要
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

寺
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
第
七
回

坐
禅
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
ヨ
ー
ガ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
本

行
事
も
早
七
回
目
。
回
を
追
う
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、

最
近
で
は
男
性
の
参
加
者
も
増
え
て
参
り
ま
し
た
。
ほ
の

暗
い
中
で
行
う
の
で
、
人
目
を
気
に
せ
ず
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
ヨ
ー
ガ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
初
心
の
方
に

も
好
評
で
す
。
ヨ
ー
ガ
の
後
は
、
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が

ら
仏
教
に
親
し
む
「
仏
教
夜
話
」
も
行
い
ま
す
。
沢
山
の

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時;

平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
（
火
）

　
　  

午
後
七
時
〜
九
時
（
午
後
六
時
四
十
五
分
受
付
開
始
）

会
場:

当
寺
本
堂
　※

変
更
の
可
能
性
あ
り

参
加
費:

五
百
円
　
定
員:

三
十
名
（
事
前
予
約
・
先
着
順
）

備
考:

ヨ
ー
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　   （
バ
ス
タ
オ
ル
可
）

内
容:

ヨ
ー
ガ
〜
仏
教
夜
話 

第
三
回
「
よ
く
わ
か
る
仏
教

法
要
」

講
師:

中
島
敬
子
先
生
（
ヨ
ー
ガ
講
師
）・
長
岡
俊
成
（
仏
教
夜
話
）

予
約:

九
月
二
十
日
（
土
）
よ
り
受
付
開
始
。

行
事
報
告

迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会

盂
蘭
盆
会
の
恒
例
行
事
、
迎

え
火
萬
灯
会（
八
月
十
三
日
）、

送
り
火
萬
灯
会
（
八
月
十
六

日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
門
付
近
及
び
石
段
付
近
置

か
れ
た
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
に

火
が
灯
さ
れ
る
と
、
献
灯
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
多
数
来
場
さ

れ
、
そ
の
灯
を
静
か
に
眺
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
二
十
一
日（
日
）、十
月
五
日（
日
）、十
一
月
九
日（
日
）、

十
二
月
七
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
半
　※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
、午
前
六
時
半
集
合

内
容―

坐
禅
〜
法
要
〜
〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
本
堂
　
参
加
費―

無
料

備
考―

椅
子
坐
禅
可
　
服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。ス
カ
ー
ト
不
可
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
二
十
二
日（
月
）、十
月
十
三
日（
祝
）、十
一
月
十
五
日（
土
）、

十
二
月
十
四
日（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

内
容―

禅
語
・
仏
教
語
ト
ー
ク
〜
写
経
〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間
　
参
加
費―

五
百
円
　
備
考―

椅
子
席
あ
り
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
六
年
九
月
〜
十
二
月
）

編
集
後
記

　
永
代
供
養
墓
苑
の
仮
申
込
を
開
始
し
て
以
来
、
お
墓
に
ま
つ
わ
る
様
々

な
お
悩
み
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
位
牌
堂
の
今

後
に
つ
い
て
心
配
し
て
お
ら
れ
る
方
が
数
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、

お
位
牌
の
永
代
供
養
に
つ
い
て
も
、
場
所
及
び
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
の

上
、
来
年
度
に
は
ご
案
内
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
気
が
つ
け
ば
こ
の
寺
報
も
通
算
三
十
号
目
。「
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

よ
！
」の
声
に
支
え
ら
れ
て
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、今
後
、よ
り
一
層「
読

み
や
す
く
」「
た
め
に
な
り
」「
お
寺
や
仏
教
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
」
寺

報
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。（
副
住
職
）　
　

当
寺
事
務
所
へ
の
直
接
訪
問
、

メ
ー
ル  info@

daianji.jp

、

Fax

・0175-34-6426

に
て

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル

及
びFax

に
て
ご
予
約
の
際

は
、
参
加
者
全
員
の
お
名
前
、

ご
連
絡
先
（
電
話
番
号
・
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
明

記
く
だ
さ
い
。
二
〜
三
日
以

内
に
確
認
の
た
め
、
当
方
か

ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

永
代
供
養
墓
苑
「
安
ら
ぎ
の
苑
」

仮
申
込
受
付
中

八
月
発
行
の
第
二
十
九
号
で
お
知
ら
せ
し
た
永
代
供
養
墓

苑
の
仮
申
込
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
左
の
写
真
の
通

り
、
永
代
供
養
墓
苑
の
基
礎
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
雪
が
降
る
前
の
完
成
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、完
成
・
見
学
開
始
ま
で
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
墓
苑
入
口
に
は
休
憩

用
ス
ペ
ー
ス
（
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
）
を
設
け
、
ま
た
、
本

工
事
に
併
せ
、
石
段
下
に
あ

る
「
三
界
萬
霊
塔
」
を
、
旧

地
蔵
堂
付
近
に
移
設
い
た
し

ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

そ
の


